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公益活動報告書(市民活動実績報告書)(令和 6年度 )

(宛先)岡崎市長 令和7年4月 30日

回 亜 巨 堕 :塑墾 左 壁 ユ ゴ

墓埜 睡憂藍∃_ヱ旦△(※令和7年4月 1日時点の構成員数)

団体の 目的 私たちはペットの適正な飼い方や動物愛護精神を広く伝え、「狂犬病ワクチンの接種」及び「登録義務の周知徹底」をはかり、

犬達にはかけがえのない「命」があることを、多くの飼い主に理解していただきます。動物を飼うなら最期まで責任を持つて飼うのが当然であ

り、飼い主 1人 1人のモラルの向上をはかり、人と動物たちが幸せに暮らせる心豊かな社会作りに寄与する事を目的とする。

私達の団体が掲げる目的を実現した活動を、以下の項目に従つて報告します。
なお、記載内容を一般に公開することに同意します。

■1団体の活動目的達成に向けて、今年度はどのような活動をしましたか。(公益活動に限る)

※1公益を受けたものが「人」ではない、数が把握できない場合は記載がなくてもよい。<ex.自然環境>

■2前項1に基づき、1年間の団体活動で岡崎市(広く市民社会一般)に何をもたらしましたか。

活動日

又は期間
場所

公益を受けた

ものは?

受益者

(会員以外)

人数※1

活動内容

3月 9日～11

日

なんでもペッ

トホテルまる

まるハウス

岡崎市民 5名
愛犬飼育管理士の先生による適正

飼養としつけなど

動物は命あるものであることを認識し、終生飼養を確認しました

■3今年度の活動の公益性を自己評価し、付随する質問にお答えください。

①公益性の度合いを自己評価してください(数皇に○をつけて<ださい)

高い ← 543 つ
乙 1→ 低い

②上記の評価をした理由をお書きください。

活動回数が少なかつたため


